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※　「想定事業費」：市が直営で管理した場合に想定される事業費

年次継続監視評価表（令和７年度）

対　象　施　設 放課後児童クラブＣブロック（公立１4施設）

施設の設置目的
放課後等に保護者が就労等により常時留守となっている家庭の児童に対し、必要な保育を
行い、児童の健全な育成を図る。

施設所管部署 こども未来部　こども育成課

指 定 管 理 者 株式会社アンフィニ

指　定　期　間 令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで

指定管理業務内容
(1)家庭生活及び社会生活に必要な生活習慣の育成
(2)児童クラブに入室した児童の保育に関する業務
(3)児童クラブの施設の維持管理に関する業務

過去５年間の平均 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

人数（件数） 560人 597人 597人

対前年度比 - - 0人

満足度
施設・設備管理 接客対応 おやつ 全体

上半期 243人 60.9% 77.9% 51.4% 81.0%

下半期 218人 61.2% 80.7% 49.6% 81.2%

利用者の主な
意見・要望等

・現場の支援員への感謝、意見および要望
・アンフィニ事務局への意見および要望
・放課後児童クラブ施設の修繕や整備の要望

自主事業名 内　　容 参加者数等

スナックゴルフ教室
プレーアドバイザーを招き、２種類の打ち方でのリレー等
を実施

165

英語教室 英会話講師を招き、英語でのゲームをいくつか実施 90

理科実験教室 大学教授を招き、液体窒素を使った様々な実験を実施 80

修繕箇所・修繕名等 内　　容 金　額

エアコン（桜川） エアコンの修理を実施 231,000

室内照明（幸松） 一部の照明をLEDへ交換 110,000

誘導灯（桜川） 誘導灯の交換を実施 42,350

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 合　計

収入額　　　　　A 191,786,681 193,192,909

　内、指定管理料　a 178,185,562 179,752,909
　内、利用料金収入 13,601,119 13,440,000

支出額　　　　　B 191,786,681 193,192,909
　内、人件費 145,181,388 147,850,119

収支額　　　 A-B 0 0

対前年度比 - 0

想定事業費　　C 225,070,470 235,888,317

削減額　　　 C-a 46,884,908 56,135,408

特記事項
（増減額の説明等）

・令和６年度の「内、指定管理料a」欄の金額には、指定管理料のほか、放課後児童支援員等処遇改善等事業費補
助金、放課後児童支援員キャリアアップ処遇改善事業費補助金、放課後児童支援員等処遇改善事業（月額9000
円相当賃金改善）補助金、障害児受入強化推進事業（医療的ケア児受入に伴う看護師配置分）補助金を含みま
す。
・令和７年度の「内、指定管理料a」欄の金額には、指定管理料のほか、放課後児童支援員等処遇改善等事業費補
助金、放課後児童支援員キャリアアップ処遇改善事業費補助金、放課後児童支援員等処遇改善事業（月額9000
円相当賃金改善）補助金、障害児受入強化推進事業（医療的ケア児受入に伴う看護師配置分）補助金を含みま
す。

回答者数



７　四半期継続監視結果

※評価結果の凡例

Ａ：適切な指定管理業務が実施されている。

Ｂ：適切な指定管理業務が実施されておらず、さらなる努力を要する。
Ｃ：全体的に適切な指定管理業務が実施されておらず、取り組みを見直し。

８　年間を通じた個別事項の評価
No. 適

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
〇
〇
〇
×
〇
〇
〇
〇
〇

９　総合評価

区分 評価結果 特記事項（不適となった事項の有無、指導事項、改善状況　等）

第１四半期 Ａ

・一部のクラブにおいて仕様書で定めた支援員の配置数となっていなかったため、
適切な配置となるよう指導した。
・修繕が遅れている箇所があるため、速やかに対処するよう指導した。
・防犯装置セットは施設の保安管理上重要な作業であるため、忘れのないよう指導
した。
・書類の整理整頓を徹底するよう指導した。

第２四半期 Ａ

・一部のクラブにおいて仕様書で定めた支援員の配置数となっていなかったため、
適切な配置となるよう指導した。
・修繕が遅れている箇所があるため、速やかに対処するよう指導した。
・防犯装置セットは施設の保安管理上重要な作業であるため、忘れのないよう指導
した。

第３四半期 Ａ

・一部のクラブにおいて仕様書で定めた支援員の配置数となっていなかったため、
適切な配置となるよう指導した。
・修繕が遅れている箇所があるため、速やかに対処するよう指導した。
・防犯装置セットは施設の保安管理上重要な作業であるため、忘れのないよう指導
した。
・おやつの管理を徹底するよう指導した。
・開室時間遵守のため、鍵の受け渡しや管理を徹底するよう指導した。

第４四半期 Ａ

・一部のクラブにおいて仕様書で定めた支援員の配置数となっていなかったため、
適切な配置となるよう指導した。
・修繕が遅れている箇所があるため、速やかに対処するよう指導した。
・防犯装置セットは施設の保安管理上重要な作業であるため、忘れのないよう指導
した。
・児童の登室確認を徹底するよう指導した。
・開室時間遵守のため、鍵の受け渡しや管理を徹底するよう指導した。

評価項目 主な内容
施設の目的及び市が示した管理の方針と合致した内容となっているか。

児童の保護及び遊びを通しての育成指導に適した内容となっているか。

サービス向上のための適切な方策が実施されているか。
小学校との適切な連携が行われているか。
保護者との協力体制は適切か。
おやつに関する業務についての運営は適切か。
事業計画書で提案された内容が適切に実施されているか。
書類等文書の作成・管理・保存は適正に行われているか。
施設の安全・衛生管理、危機管理、災害時等緊急時の対応は適切か。
適切な計画の下、効果的な修繕・保守点検が実施されているか。
事業収支は事業計画書による計画と乖離していないか。
サービス水準を確保した効果的な経費縮減に取り組んでいるか。
会計処理業務が適切に行われているか。
職員体制は十分か。
職員採用、確保の方策は適切か。
職員の育成指導、研修体制は十分か。
適正な雇用・労働条件が確保されているか。
個人情報に関する情報の管理体制は十分か。
市との適正な信頼関係や協定書等に基づく協力関係が築けているか。

適（○）の数 １７／１９

特記事項（指定管理者への指示事項等）
・一部のクラブにおいて、修繕がなされていない箇所があるため、速やかに修繕するよう指示しています。
・職員体制については、一部のクラブにおいて仕様書で定めた支援員の配置数となっていなかったため、適切な
配置となるよう指示しています。
・児童や施設の安全確保のためにも、確実な防犯管理を行うよう指示しています。

住民サービスの向上や経費の節減について
外部から講師を招き、様々な教室を開催するなどして、こどもたちの交流の場をつくるほか、住民サービスの向上
に努めていました。

指導に対する対応・改善状況について

一部のクラブにおいて仕様書で定めた支援員の配置数となっておりませんでしたが、補助員等の配置により保育
の水準は概ね保たれていました。修繕に関しては、優先順位をつけて取り組もうとする姿勢が見られました。

その他（上記以外の制度導入による効果、業務状況、課題、今後の方向性等）
埼玉県主催の研修に積極的に参加するほか、社内での研修も多く実施しており、職員の資質向上、保育の質の向
上に努めていました。今後も、職員の積極的な研修参加を促していき、継続して質の高い保育を実現していきま
す。

令和７年度の評価結果 Ａ

1
住民の平等な利用が確保さ
れているか。

2
施設の効用を最大限に発揮
させているか。

3
施設の適切な管理運営が計
画的に実施されているか。

4
管理に係る経費の縮減が図
られているか。

5
安定的な運営体制が確保さ
れているか。

6 その他


